Neurology Series 17, Tsuboi Takayuki, Christian Walter 著, EPILEPSY, A Clinical, Electroencephalographic, and Statistical Study of 466 Patients 171 pp. with 11 fig., 45 tab., Springer-Verlag Berlin. Heidelberg. New York(らいぶらりい) by 佐藤,甫夫 & SATO,Toshio
〔らいぶらりい〕 
Neurology Series 17 
Takayuki Tsuboi，Walter Christian著 
EPILEPSY 
A Clinical，Electroencephalographic，and 
Statistical Study of 466 Patients 
171 pp. with 11五g.，45 tab. 
Springer-Verlag Berlin. Heidelberg. New York 
本書は，ハイデソレベノレク大学神経科外来のてんかん患者 7400例から無差別抽出
された466例について，臨床と脳波学的事項の両面に豆り，多元的な統計解析を行
ない，詳細な文献的検討と併せてモノグラフにまとめたものである。ーシリーズ
のデータをこれだけの規模で多元解析したものは， 本書の他になく， 今後の範例
として，ユニークな位置を占めるものと思われる。
内容は 8章に分れ， 第1章はてんかんの年齢依存的側面が扱われている。例え
ば，若年群では， 覚醒時てんかん，欠神発作が多く，脳波上，発作性異常， 基礎
律動の徐化，過呼吸異常が高率で， 遺伝負因も強いが， 睡眠時発作，不定時型発
作は少なく，低振幅脳波も少ない。 これに対し， 高齢群では，覚醒時てんかん欠
神発作，ミオクロニ一発作， 皮質性てんかんが少なく，脳波上も発作性異常， 徐
波化，過呼吸時変化が減少し， 遺伝負因，外因も低率になる。成人群は，中間的
な特徴を示すと言う。第2章では性差の問題が扱われていて， 女性は(男性に比
し)年齢分布が若く，初発年齢も早い。小発作は女性に多く， 発作型の合併も多
い。又， 脳波上， 非定型株徐波などが多く，高振幅 α波や p波も多い。皮質性
てんかん，遺伝負因，外因は女性には少ないと言う。第3章では， 臨床発作型と
他の因子との相関が検討されている。発作型は， 睡眠覚醒リズムとの関連から大
発作を睡眠時発作，覚醒時発作， 不定時型発作， 稀発発作の 4型に分け，小発作
を欠神発作，ミオクロニー発作， Lennox症候群， West症候群の 4型に， 更に
精神運動発作，皮質てんかんの 2型を加えて計 10型に分類されており，覚醒時発
作と睡眠時発作が色々な点で対照的特徴を示す事や， 覚醒時発作， 欠神発作，ミ
オクローヌス発作の相互関連， 睡眠時発作と精神運動発作の関連などが明らかに
されている。第4章は初発年齢と他の因子の関連を扱っている。初発年齢分布は
各発作型に特徴的で，性差を示す。若年初発群は，負因， 発作性異常波，高振幅 
α波，徐波化，過呼吸時変化が多く，覚醒時発作， 欠神発作， ミオクロニー発作
も多いが， 睡眠時発作， 不定型発作，s波，低振幅脳波などは少ない。高年初発
群はこの逆の傾向を示し， 中年初発群は中間的特徴を示すという。又，発作症状
の展開経過と発症年齢に相関があるという， 第5章では発作性異常波， つまり糠
徐波群 (3c/s-，非定型-， 2，..2.5c/sー 多糠徐波結合)，鋭徐波結合，椋波，鋭波，
側頭部放電と年齢依存性，性差， 発作型， 基礎律動などとの関連が検討されてい
る。発作型との関連では， 教科書的なシェーマと現実との差が興味を唆るところ
であろう。第6章では脳波基礎律動と臨床との関連を取扱っている。基礎波の諸
特性のうち， α律動については，正常 α律動， 高振1直 α律動， α律動なしの三
群に排他的に分類し，この他，s律動，徐波 (0波， θ及び o1，皮)，低振幅脳波，
局所性変化， 過呼吸時病的変化などを示す群にそれぞれ分類しこれ等と臨床的事
項及び発作性異常波との関連を論じているが具体的内容については省略させてい
ただく。第7-8章では，それぞれ遺伝負因と外国を中心に他の事項との相関が
検討されている。
以上各章の討論資料は45の統計表として末尾にまとめて収載されていて， χ2検
定， Fisher検定， t検定を用いて，詳細に有意差が検討されている。更に多元的
相関の解析を容易にするため，相対連関係数 (relative coe伍cient of contin-
gency)や理論的期待値との対比を用いて，全体的な相関や差異が，一見して判る
様，巧みに工夫された表が多く，又，文献202編から引用されたデータも幾つかの
表に纏められていて，諸家の研究との対比が一覧できるのも， 懇切な配慮と思わ
れる。
只，借まれてならないのは， 臨床的事項の中に治療内容や患者の発作予後， 社
会的予後などの要因が含まれていないことである。 これ等の要因は，現実の医療
の中で， より変動が多く， 統計上の事象として確定し難いため，取扱いが難かし
いことも確かである。 しかしこれ等の側面が臨床上， 強い関心を惹くものである
だけに，やや肩すかしの感を覚えるのは筆者だけではないであろう。
それはそれとして，本書は， ークリニックのデータを扱い乍ら， てんかん一般
の基本的側面を浮彫りにする優れた内容を持っている。てんかんの基本統計とし
て広汎なアスペクトを網羅しており， てんかんの臨床像を傭敵するのに役立つだ
けでなく， 対照または参考デ}タとしても今後多方面で活用される事が期待され
る。
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